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１．研究計画の概要 

本研究課題では、基礎学力・学習意欲・学
習環境など個々の学習者の個別的事情を配
慮した個別学習支援のための機能を強化し
た e-Learning の実現を目的とする。従前の
e-Learning は、一括集中管理された「教材配
信」や「テストによる学力評価」のユビキタ
ス学習環境を実現したが、学習者の個別的事
情への配慮が足りず、意欲的な学習の継続が
困難であった。本研究課題では、こうした
e-Learning への改善を図る。 
 
２．研究の進捗状況 

(1) これまで、e-Learning は一括集中管理さ
れた「教材配信」や「テストによる学力評価」
を実現したユビキタス学習環境を実現し、イ
ンターネット経由で個別学習中心に多数の
学習者の同時受講を可能にした。本研究課題
においても、この点では、従前の e-Learning
と同様の学習支援環境の上に構築する。しか
し、従来の e-Learning 方式のみでは、個々
の学習者の学力・意欲・環境など個々の学習
者の個別的事情を配慮する機能がないため、
挫折する受講者が尐なくない。これを防ぐた
めに多大な人的コストが掛かっている。本研
究課題では、学習者が個別学習の際に遭遇す
る困難を分析し、その情況をデータベース化
するとことから取り掛かった。 
(2) 学習者の個別事情のデータベース化の
過程で分かった事柄を「学習者の個別的な諸
事情を配慮できる e-Learning」としてその原
理の数理モデルを設計・実現し、実践利用に

向けたコンピュータ実装方法を明らかにし
た。学習者の個別事情を配慮した e-Learning
の数理モデルの定式化は、ファジー制御理論
と１階述語論理によって定式化し、これをコ
ンピュータ実装した。こうした数理モデルは、
データベースの論理構造と学習支援機能の
整合性にとって不可欠であり、e-Learning の
一般的・汎用的機能をソフトウェア化するの
に必要であった。一方、学習者の個別的事情
に対処するには、様々な現実を個別的に記述
する必要があり、それらは学習支援システム
の頭脳部分の一部である学習者データベー
スとして組み込んだ。 

(3) これらソフトウェアやデータベースが、
現実の学習場面に有効であることを検証す
るために、現実に教育現場の学習者を対象に
実践使用を試みた。その結果は、概ね初期の
期待通りに稼動させることが出来たが、学習
効果の点ではまだ最終評価には至っていな
い。 

 

３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している。 

【理由】基本構想に基づく数理モデルの設計
とソフトウェア化によるコンピュータ実装
を終了した。また、学習者への助言メッセー
ジを構造化した学習者助言データベースに
ついても試作を終えている。個別学習支援シ
ステムとしてのヒューマンインターフェイ
スも、学習者を困惑させることなく実践利用
の可能な品質にまでなった。ただし、個々の
学習者の個別的事情に対応した評価につい
ては、十分であるか否かの評価はこれからで
ある。 

 

４．今後の研究の推進方策 
(1) 本研究課題で考慮した学習者の個別事
情は、学習成績と学習意欲であった。しかし、
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実践使用してみると、さらに e-Learning 環
境への適性資質や前提学力も個別学習支援
の効果を高める重要な要因であることが分
かった。こうした要因を本研究課題の
e-Learning に取り込むために、数理モデルの
改善方法を検討する必要がある。 
(2) 研究最終年度は 2011 年度であり、これ
まで研究してきた内容の取りまとめをする。 
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